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令和3年度 

2級造園施工管理技術検定 

2 次試験 解答試案 

 

【問題 1】 

施工体験記述(工程・品質管理)につき省略します。 

 

【問題 2】 

(1) (イ) Ａ エ（鉢径の決定） 

Ｂ ア（位置出し） 

Ｃ キ（立込み） 

 (ロ) 1) 根鉢に土を付けて掘り、鉢の表面が崩れないようにする。 

2)  別の公園から移植するため運搬中の鉢土の乾操防止や割れを防ぐ。 

 (ハ) 枯枝、老いた枝、弱っている枝、密生している枝を取り除き、幹に近い

部分から始め、外枝へと進める。  

 (ニ) 植え穴の大きさ・・・植え穴は鉢径より余裕をもたせて掘る。 

植込みの深さ・・・植込みの深さは、根鉢の乾操を防ぐため元あったと

ころより深くする。底は良質土を中央をやや高めに

しておく。 

 (ホ) Ａ 3／5程度 

Ｂ 杉皮 

Ｃ 根止杭 

(2) (イ) Ａ イ（耕うん） 

Ｂ ア（目土かけ） 

Ｃ ウ（ローラかけ） 

 (ロ) ・表面の凹凸を均し、表面排水を確保できる勾配をとる。 

・根、雑草、石などの雑物を取り除く。 

・・・等 

 (ハ) 短期間で張れ、見た目がきれいで、雑草が生えにくいという利点がある。 
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(3) (イ) ①良質土による埋戻し・・・細根の発達を促すため。 

②枝葉の剪定・・・樹木の水分の供給と消費のバランスをとるため。 

③支柱の設置・・・風等による樹木の揺れ、倒木を防止するため。 

 (ロ) 移植時期・・・2月上旬～3月下旬。 

理由・・・ケヤキは落葉樹であり、移植時期として萌芽直前期の 2月上

旬～3月下旬。 

あるいは落葉後の 11月下旬～12月下旬がよいため。 

 

【問題 3】 

(1) Ａ ウ（危険性） 

Ｂ エ（軽減） 

Ｃ キ（発生の可能性） 

Ｄ ケ（優先順位の高いリスク） 

(2) ・保安柵、注意制札板を設置し、作業区域への立入りを制止し、かつ公園利用

者の流れを阻害しないようにする。 

 ・工事区域と利用者の区域を柵などで明確に分け、立入り禁止措置をとり、車

輌と利用者の入口や動線を区分する。  

(3) (イ) ①丈夫な構造とする。 

②材料は著しい損傷、腐食等がないものとする。 

③幅は 30cm以上とすること 

④すべり止装置の取付け、その他の転位防止措置を講ずること。 

・・・等 

(ロ) Ａ ア（2） 

Ｂ オ（フルハーネス型） 

Ｃ キ（着用者の体重と装備品の重量の合計） 
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(4) (イ) ・誘導者を配置し合図を決め、その合図に従う。 

・運転席を離れる時は、作業装置を地上に下ろし、エンジンを停止し、

ブレーキをかけ、車輌に逸走を防止する。 

(ロ) ・巻過防止装置 

・過負荷警報装置その他の警報装置 

・コントローラ         

・・・等 

(ハ)  (a) ○ 

(b) 定格荷重 

(c) 1人 

(d) ○ 

(e) 6 

(f) ○ 

 


